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アルコールとがん：科学と政策の間の隔たりを埋める

飲酒とがん予防に関しては、科学的根拠と政策・リスクコミュニケーションの間に大きなギャップが残っている。
アルコールはIARC Group 1 carcinogenであり、世界のがん負荷に寄与する主要要因の一つであるにもかかわら
ず、その発がん性はガイドライン、規制、一般向けメッセージに十分に反映されていない。
本セッションでは、疫学、予防科学、公衆衛生政策の専門家が、国際的エビデンス、日本・韓国の現状、政策実装の課題
を多面的に提示する。科学的知見と政策の現実を並べて検討することで、どこに乖離が残るのかを明確化し、エビデ
ンスに基づくがん対策の優先順位と今後の方向性を議論する。
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